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ヴァルドルフ音楽教育の基底をなすもの

　　　　「人間における音の体験』をめぐって

大久保佐知子＊

　　　　　　　　　　　　Sach1ko　OKUB0

Die　Grund1age　der　Musikerziehung　der　Wa1dorfp直dagogik

I　問題提起

　すぐれた教育理論なくしてすぐれた教育実践はあり得

ない。どのような名人芸にみえる教育実践であっても，

そこには確固とした教育理念，教育方法上の原理が必ら

ず存在する。本稿でとりあげようとする自由ヴァルドル

フ学校（Freie　Wa1dOrfschu1e）の教育は，個々の教師

がすぐれた芸術性，創造性を発揮しながらも，根底に共

通の人間認識と教育方法上の原理を備えた実にカ強い教

育理論，実践である。1919年設立以来のこの学校の歴史

をみると，途中ナチスによる閉鎖という壊滅的打撃を受

けたにもかかわらず，戦後再生し，政治的，経済的その

他の困難をもくぐりぬけてとりわけ1960年代から1970年

代にかけて学校数の上でも飛躍的な発展を遂げてきた。

この発展が日本と経済的な基盤での共通点の多い先進的

な資本主義工業国でとりわけ著しい1）ことをみれば，今

世紀初頭に設立されたこの私立学校の現代的な意義は，

失われるどころか益々増大していることを確信すること

ができるだろう。

　この学校に集まる関心や賛同の中心は，総合学校（Ge－

samtschu1e）のモテルに合致したものだという点にあ

る。更に音楽教育を研究する立場からみれば，「学校オ

ーケストラのできばえを聴いていると，多くの子が一応

のコンサートをこなせるぐらいにまでは，上達するよう

だ。」2）と評されるように，この学校の音楽教育の成果は

総合学校におけるものとしては特別に際立ったものがあ

る。そしてこの成果を保証しているのはとりもなおさず

この学校の思想的な根底にある総合的な人問形成の見通

し，即ち一般人間学であるとともに，それと不可分に結

びついた音楽教育の理論である。本稿は，この学校の教

育理論における人間観と音楽観の固有あ結びつきについ
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て明らかにしようとするものである。

　この自由ヴァルドルフ学校は，1919年，哲学者ルドル

フ　シュタイナー（Ste1ner，R，1861～1925）の教育上

の創見を支柱として設立された。従ってその教育原理，

方法を考察しようとするならば，この学校の理論的思想

的な根底にあるシュタイナーの世界観　　アントロポソ

フィー（Anthroposophy一人智学と訳されることもあ

る）に至らざるを得ない。しかしながら，このアントロ

ポゾフィーをいわゆる研究の姐上にのせるにはいくつか

の困難があることを指摘しなければならない。

　アントロポゾフィーが現代的な“科学’’の概念に馴じ

みにくい理由の一つは，シュタイナーが，五官を通じて

見聞し・確認し，測定し得る感覚的世界の他にいわゆる

㏄超感覚的世界’’（Ubers1m11che　We1t）の存在を自明

のこととしている点である。しかもこのことこそがシュ

タイナーの哲学の中核をなす思想である。人間は，明目析

で圧到的な思考をとおして，認識の限界だと思いこまさ

れているものをつき破り，五感で知覚できるものの彼方

に進むことができるのである。彼によれば，超感覚的現

実と感覚的現実は同一の存在性の二側面なのである3）。

それ故に感覚を十分に開いて物質的な現実世界を観察す

るならば，その背後にある超感覚的な存在を認識するこ

とは誰にでも可能なのである。

　このような立場から，彼は広くは宇宙観から日常生活

のこまやかな事柄に到るまで独特の認識を提起した。本

稿にかかわる人間観，音楽観もその一連のものである。

それは極めて直観的で透徹した見方であり，それ故に一

方では概念的思考や因果律を拒否するものでもある。こ

の意味で，これから考察しようとするシュタイナーの人

間観・音楽観が，物質性に土台を置く現代の思考方法と

馴じみにくいことは事実である。にもかかわらずその構

想は極めて具体的，実践的であり，決してエソテリック

なものではない。現実の教育を進めていく上での力とな
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り得る方法そのものの示唆に富んでいるということがで

きよう。

　さて，本稿で考察しようとする“Das　Toner1ebnis

im　Menschen”（人問における音め体験）は，シュタイ

ナーをはじめとする多くの人々の尽力によって最初のヴ

ァノレドルフ学校が設立され，その四年後の1923年，シュ

タイナーが教師たちにむけて，音楽の授業について行な

った二夜連続の講演である。これはシュタイナーがヴァ

ルドルフ学校の音楽教育に関して行なったほとんど唯一

の講演である，という点で極め亡基礎的，原則的な内容

を含んでいると同時に，学校設立以来四年を経て，一学

年から四学年までの生徒が揃った段階で4），設立と同時

に入学した生徒が四年生になり，ヴァルドルフ教育で重

視される㏄九才の危機’’5）に相当する牛令に達した時期

といづとともあり，九才前後の，音程や音楽の諸要素の

教育が具体的に述べられているという点でも興味深いも

のである。’本稿ではこの講演におけるシュタイナー自身

めことばを吟味しながら，彼の人問観と音楽観が，G1音

楽の教育’’という実践的課題の中でどのようなかたちで

固有に結びあわされているか，を中心に考察していきた

い。論述の際に彼の人問観，音楽観にかかわる他の原

典，とりわけ“Aus　der　AkashかChron1k”6）“Theo－

sophie仰）などにもふれることになろう。

皿　人間と音楽に関する史的認識

　音楽教育という実践的な課題に直面したとき，音楽の

起源，及びその将来という時間的な連続性の中での一断

面，一過程として，現代の音楽現象を理解しようとする

ことは，極めて原則的な把握の仕方であろう。現代の美

学は音楽史に関して，歴史的資料の考察や比較音楽学の

方法によって様々な解釈を行ってきた。しかしながらシ

ュタイナーの音楽観は，いわゆる超感覚的な認識にもと

づく吏観を土台としている点で，他の音楽史観とは極め

て異質な様相を呈している。ここではとくに音程に関す

ちシュタイナーの吏観を考察したい。

　シュタイナーは歴史の進行を壮大なスケールで展望し

ている。彼によれば音楽史における現代はユ5，6世紀以

来の，カデンツ（終止）の発見とそれに伴って三度音程

が人問にとってとりわけ切実なものとなった，そういう

時代に継続するものとして把握されている。それ以前の

およそ二千年間の時代（ギリシァ＝ラテン期）の人間に

とっては，五度音程が特に切実な響きを持っていた。そ

して更に時代を遡り；意識の論理的構成が未発達で人問

がまだ神話的思肴形態を持っていた時代には七度音程が

最も切実なもめであった。すなわち音楽的体験は七度，

五度，三度というように歴史的に変化してきたのであ
る8）。

　この変容の進行は，彼の宇宙観を述べた「アカシア年

代言己より」（Aus　der　AkashポChronik）の脈絡である

精神性の喪失，物質化の進行としての歴吏観により解説

される。すなわち彼によれば太古の神話的意識状態をも

った人間にとって七度音程はとりわけ痛切に響いたので

ある。なぜなら七度の体験は人問を地上的存在としての

束縛から解き放たれたと感じさせるこは，いわば脱魂状

態ともいうべきものを可能にしたのである。当時の人間

にとって「音楽を体験する」ということは即ち「私は精

神界にいる」ということでもあったg）。物質化の歴史の

進行にしたがって人間は自己の肉体を占有したいと思う

ようになった。それと共に七度音程は人間にほんのわず

かながらも痛みの感覚をもたらすようになったのであ

る。同時に人問は五度音程に大きな満悦を感じるように

なる。しかし五度の時代もまだ主観的個人的な感情が音

楽に結びつけられることはほとんどなかった。五度の喜

ばしい気分は個人的，主観的な感情というよりも客観的

なものの巾におきかえられたものだったのである。それ

はたとえば「私の中で天使が音楽をはじめた」とか「ミ

ューズが私の中で語る」というような感覚であったユ0）。

音楽が主観的な感情と結合されることが可能になったの

は三度の体験が優勢を占めるようになってからである。

三度の体験，それは五度の中に長三度，短三度をともな

った長調，短調の体験である。現代のわれわれにとって

それは個人の主観や感情のニュアンスを表現する最も基

本的な響きである。しかしその中に三度を伴わない五度

音程は，空虚五度という表現があるように現代人にとっ

てはなにかしら空しいものとして響くのである。かつて

のギリシァ＝ラテン期の人間にとって五度は内的なイマ

ギナツィオンを喚起する力を持っていた11）。現代におい

てはそうした力を失ったかわりに，主観的な喜びや悲し

みを音楽からうけとる方向に人問の意識が進化してきた

ともいえる。三度音程によって，音楽体験の性格は精神

世界の表現から主観一勺な感情表現に変容したのである。

　シュタイナーは現代をこの三度の音楽的感覚の深化の

途↓にある蒔作として捉えている。そして次にくる時代

はかつて人問が失らたもの一すなわち精神世界とそこ

における神的なもの」一を再び見い出すべき時代であ

る。そこでは音楽体験は更に二度，一度と深化し，単」

の音をも内的体験のゆたかさと多様性によって一つのメ

ロディーのように体験することができるようになるので



大久イ某

あろうユ2），と彼は述べるのである。

　さて，音組織の発展という観点からみれば，教会旋法

から調性へと進行してきた西洋音楽の歴史は，五度音程

から三度音程への感覚の変容というシュタイナーの描く

脈絡と大筋において一致している。調性の確立は近代的

合理主義と個人の尊厳の認識にむかう近代ヨーロッパの

精神性と無関係ではないであろう。それ故に，シュタイ

ナーの描いてみせたヴィジョンは，五度を基調とするそ

れまでの旋法から調性への発展を精神性の側面から意義

づけたものとみることはできないであろうか。

　いずれにせよこのような史的認識によって，｝以前の

文化期に遡る’’13）というヴァルドルフ教育の教授の原則

が音楽教育の面で具体化される。それはすなわち九才，

十才の時期一主観が芽ばえ外界に対する懐疑の念によ

って生じる発達上の危機としてヴァルドルフ教育ではと

りわけ重視される時期一までに十全に五度の体験をく

ぐらせ，三度の体験はこの時期に至ってはじめて真に理

解させうる14），というものである。こ．の原則にもとづく

教育によって，ヴァノレドルフ学校の子どもは長調，短調

を，娃感と反感によって痛切に感情移入しながら自らの

発達の重要な節目の時期を通過する。そして，シュタイ

ナーの描く壮大な精神吏としての音楽史を追体験できる

教師こそが，子どもの感情の発達を内包した三皮の体験

を，劇的に，芸術的につくりだすことができるといえよ

う。

皿　人間と昔楽に関する構造的認識

　人間と音楽に関する構造的認識は，前述の史的認識の

動的な把握に対して，静的な面からの把握ともいえるで

あろう。人間をいくつかの本質からなる構成体としてみ

るシュタイナーの人間観は伝統的な哲学や心理学に依拠

しつつも極めて独創的な見方を提起している。彼の人問

学の諸要素の中からここでは音楽体験との連関において

把握されている二つの見方について考察する。

人間三層構造説と音楽の三要素

　シュタイナーは様々な角度から人問の総体を構築しよ

うと試みたが，その人間学の基本は人問の全体的構造を

肉体と魂と精神からなるものとする伝統的な考え方にの

っとっている15）。そこから更に実践的な立場からの人間

観として彼は人間構造の三層性についての考え方を提起

した。

　彼は表象（思考），感情，意志，いわゆる知，情，意

佐知子 ユ15

という三つの基本的な心意活動から出発し，その働きの

根底となる物質的，’肉体的基盤を考察した16）。それによ

れば’1表象’’に対応する肉体的な活動は神経一感覚の領

域である。たとえば頭部に位置する脳，知覚器官，そし

て皮膚がその器官にあたる。これに対して憶志’’の作

用の基盤は物質代謝と再生産すなわち生殖の領域に属す

る。内臓器官をはじめ筋肉，血液などいわゆる新陳代

謝，四肢組織が，｝意志’’作用の肉体的表現なのである。

一～表象”を営む神経，感覚頒域の器官は意識の明瞭な覚

醒状態で活動するのに対して憶志”に関係する肉体的

諸現象は通常無意識的に働いているものである。肉体に．

おける上部と下部とを象徴するとれら土つの極の間1と中

問領域としての胸部器官がある。この領域を代表する器

官は心臓と肺であり，またその両者を連結し肉体全体に

脈動を与える血液循環組織である。この器官の活動は上

部と下部の問に平衡をもたらす規則的な反復運動セあ

り，それ故リズム組織ともよばれる。この組織に依拠す

るものが感情作用なのである。

　シュタイナーは，音楽は全人問によって体験されると

いうことをくりかえし強調している17）。全人間とはとり

もなおさずこの三層構造の人問である。音楽体験にはそ

の中でもとりわけ神経組織，リズム組織，四肢組織が関

与している。すなわち彼によれば音楽はまず耳によって

捉えられる。しかし耳は通常の知覚cいう㏄感覚”の役

割を音楽体験の場合は果たさない。耳は音楽の知覚にお

いてはG控気’’の要素を分離し，人間の内剤と反響させ

るための器械というべきものなのである。このような意

味での｝耳”を通過した音楽ぽ，胸部のリズム組織に

よってうけとめられ「人問の内部で生きている音と皮

響」18）しあう。すなわちそれは徹頭徹尾感情体験なので

ある。そこから更に四肢組織において音楽は舞踏的なも

のに移行する。別の面からいえば音楽の本質は神経・癒

覚に打ちつける音と音との問にあって人間の感情を彩色

し，四肢の動きにむかわせる何ものかなのである。

　このように音楽体験は具体的に三層構造全体にかかわ

る，すなわち全人間による体験なのである。

　さて，このような全人間をもって音楽の本質に対した

とき，音楽は何よりもまず感情に働きかけるものである

ことは疑いない。とり・わけ今日音楽的なものの由心であ

るハーモニーは直接に人間の感情に作用を及ぼすもので

ある。しかし，’絶え問なく変容するメ1コディーの上昇と

下降を知覚するのはむしろ神経・感覚組織である。それ

故にメロディーの体験は表象作用により近い感情体験で

あるということができる。一方リズムは呼吸と心拍との

間にある関係，一おおよそ1対4の割合である一に
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に描いている。すなわち一度（基音）は地上的存在とし

ての自己自身である。三度の体験の際の気分は内面の強

化，内なる自我を知覚する，というものであり，四度の

体験は外界と内面の境界にあって「自らを神の下にい

る」と感じる体験である。五度の体験においては神的な

世界秩序に向かって魂が一歩を踏みだすのである。この

五度，更に六度，七度の体験は，超感覚的な認識への道

である思考（Imag1nat1on），霊感（Insp1rat1on），直感

（IntutiOn）にそれぞれ相当する28）。

　シュタイナーによればこのように魂の体験として音

階，音程を把握することによって，そこに魂の動きのフ

ォノレムが生じる。この動きは人問の形姿によってオイリ

ュトミー（Eurythmie）されることによってハーモニー

のリズムを通じての意志表現を十分展開することにな

る。そのことによって音楽体験は一層深化するのであ
る29）。

　シュタイナーがくりかえし述べているように，オクタ

ーブの中で人問は二度自我（das　Ich）を見いだすこと

ができる。基音すなわち一度は肉体的な内なる自我であ

る。そして八度，すなわちオクターブは精神的な外なる

自我なのである。このようなオクターブの体験は今日未

だ人は手に入れていない。そして未来のオクターブの体

験こそは，「人が音階を（精神界と物質界の）両方の世

界に存在するものとして自己自身を知覚するということ

に導く」30）であろうと述べるのである。このオクターブ

の内的体験は今日人間が音楽作晶の中で体験できるもの

一主観的，感情的な体験　　はかりでなく，音楽作晶

への傾聴の中で全く別の人間になる，という体験に人問

を到らしめるはずである。

　音楽はシュタイナーにとって世界における神的なるも

のの存在を証明する芸術であり，物質化（固化）の一途

を辿ることによって喪失した高次の精神を再びとり戻す

ための修業でもある。ヴァルドルフ学校の音楽教育の課

題は正にこの点にあることは明らかである。

まうとその示唆の意味は激減してしまう。教師個人個人

が創造的な芸術家であるこ上を要求されているこの教育

体系を真に意義づけようとするならば，その根底にある

アントロポゾフィーに至らざるを得ないのである。

　“Das　Toner1ebn1s1mMenschen”はウァルトルフ学

校の当時の教師たちにむけて，その教育実践を支え発展

させるために行われた講演である。しかしながら具体的

な教授法や教育課程にも触れられてはいるもののそこに

描かれているのは神話的な時代よりも更に遡った太右の

時代から遙かな未来までを展望した壮大な宇宙的音楽史

のヴィジョンであり，また極めて神秘学的な観点からみ

た人間と音楽の姿である。その際立って異質な叙述の中

に一貫しているのは，音楽を，学問の対象としての概念

的事象としてでもなく，また単なる享楽としてでもな

く，一つの精神存在として捉えようとする視点である。

　ヴァルドルフ学校の教師たちに要求されるのは，シュ

タイナーが直観的な透徹した思考によって描いてみせた

このような音楽像を鵜のみにすることではなく，シュタ

ィナーの壮大な提起を手がかりとしながらも，自ら音楽

を一つの精神存在として把握し，体現しようとする絶え

ざる自己修練であろう。このことを本稿における一応の

結論としたい。

　“Das　Toner1ebnis　im　Menschen”におけるシュタイ

ナーの提起に関して本稿で触れることができなかった点

がいくつかある。中でも重要と思われるのは，歌唱の発

展についての見方と楽器論である。これについては稿を

あらためて論じることにしたい。
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